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掲載誌名 (巻,戻,年など) :日本がん看護学会誌 (27(1),4-12,2013)
論文審査要旨 :
本論文は､緩和ケア病棟入院中の余命 3週間程度 と予測 されているがん患者の 1
日の過 ごし方に対す る意思決定の内容を明 らかに した研究である○この論文の新規
性は､余命が週単位 と予測 されたがん患者 18名 を対象に､参加観察法 と半構造化面




観察法 を用い られたことは評価に値する○一方､課題 としては､看護支援活動の適
応 を考えた場合､対象 とする終末期がん患者が不明確 とい う点であるo
以上､課題 を含みつつ も､本論文は､余命数週間のがん患者-の看護支援の方向
性 を示す ことができたb よって､総合的に判断 し､本論文が､岡山大学大学院保健
学研究科博士後期課程の博士号 (保健学)に値す るとい う結論に達 したので､報告
す るo
